
２０１１年度講義要項 早稲田大学大学院公共経営研究科

科目名 公共事業とPFI

担当者 有木久和

配当学期 春学期

単位 ２単位

授業概要 この講義は、民間のノウハウ、資金等を活用する公共施設の整備、運営の新し

い調達方法としてわが国において近年脚光を浴び始めたＰＦＩ（private finance

initiative）を中心に、具体的事例にふれつつ、あるべき公共の役割について言及

することである。今年度は昨今話題となった「事業仕分け」についてもふれること

としたい。

授業の

到達目標

対象となる法制度等に関しその成り立ちを理解し、関連する法制度等との関係を捉

えることが可能となる。（規制緩和と法制度との関係も条文上明らかになり、この

種の条文に慣れることとなろう。）

授業計画 (1)ＰＦＩの概念等

(2)事業契約等の具体例

(3)市場化テストなど類似方式（ＰＰＰの概念）

(4)第三セクター方式

(5)ＰＦＩ推進の基本的枠組み

(6)入札に係る法制上の位置づけ

(7)公物管理法等との関係（指定管理者制度）

(8)ＶＦＭの検定

(9)プロジェクトファイナンス

(10)事業契約等

(11)モニタリング

(12)英国におけるＰＦＩの概要

(13)補助金、税制等公的支援措置

(14)わが国の実施状況

(15)主な課題と対応方向

教科書 特になし

参考文献 講義の時に必要なものを提示する。

成績評価

方法

評価基準

試験

％

レポート

90％

課題を示し学期末に提出を求める。

Ａ４ ３から 10 枚程度



平常点評価

10％

授業中の発言などの状況も加味する。

その他

％

関連 URL 主な以下のものを挙げておく。（内閣府、英国財務省）

http://www8.cao.go.jp/pfi/

www.hm-treasury.gov.uk/documents/public_private_partnerships/

備考 公共サイドからの視点に重点を置く。


